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‘Tintern Abbey，再読
－WordsW0rt‡1における想像力の発見－
はじめに
「詩は力強い感情がおのずからあふれ出たものである。
それは平静の際に思いおこした情緒にその起源を発す
る」（“Poetryis the spontaneous overflow of pow－
erfulfeelings：ittakeSitsoriginfromemotionrec－
011ectedin tranquillity．”）とは，WordsworthがLyr－
fcαJβαgJα加の「序文」の中で詩を定義した有名な言
葉である。取り上げて論ずるにはあまりに有名すぎるか
もしれない。しかし，Wordswort11の詩のうちでもよく
知られている詩，よく引用される詩の定義から出発する
ことは，初心者にふさわしいやり方であろう。
「平静の際の回想情緒こそ詩の起源である」とWords－
WOrthが確信したとき了TotheCuckoo’，LTheRainM
bow’，‘The Daffodils’，‘The Solitary Reaper’等々
の，回想体験をうたった詩が作られていったことを考え
ると，回想の生産性・多産性は，Wordswor地自身によ
ってみごとに証明されている。その意味で，冒頭に引用
した詩の定義が，Wordswor比のエッセソスを手短かに
語る言葉であることにまず間違いはない。
回想は時も場所も選ばない。きっかけさえあれば，い
つ，いかなる所でも，押し寄せてくる。しかし，回想（情
緒）こそ詩作の力である，とWordsworthが最初に気づ
いたのは，場所への再訪の時であった，と思われる。つ
まり「ティソタソ寺院の数マイル上，ワイ川を再訪した
時」以外には考えられない。この時に睾かれた辞‘Lines
Composed aFewMiles above Tintern Abbey，On
revisiting the Banks of the Wye during a Tour，
July13，1798’（以下‘TinternAbbey’と記す）は，
よく読まれている詩であるが，改めて再読することによ
って，Wordswor比の詩作原理を明らかにしようとする
のが以下の小論である。
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TinternAbbey’の最後の行は“Moredear，bothfor
themselvesand for thy sakeJ”で終る。“For thy
Sake”の“t11yけが妹Dorothyをさすことはいうまでもな
い。1798年6月25日にAlfoxdenを出発したWordsworth
兄妹は，StoweyにColeridgeを訪ねる。あいにくCole－
ridgeは不在で会えないが，彼の家で1週間すごす。そ
の後，LyricalBallads出版の準備を進めているCottle
に会うため，7月2日にBriStOlへ着く。そこでCottle
との仕事を終えた後∴Wordswort加も　5年前に訪ねた
Walesの谷や丘を再訪したくなり，妹を伴なって7月10
日にTinternAbbeyへ向う。正味3日間，妹と共にワ
イ州周辺を歩きまわったWordsWOrthは，7月13日に
Brist01へ帰りつくや，一息に‘TinternAbbey’を書き
1）
おろす。
そして，その最終連を妹Dorothyへの勧言や顕堂に当
てる。それは，自己の分身とも前身ともいうべき姿を，
妹の中に見るからである。
In thy voice工catch
Thelanguage ofmy former heart，and read
My former pleasuresintheshootinglightS
Of thy wild eyes．（116－119）
次に，最終行の中にある“for themselves”とは，当
然眼前にあるワイ川周辺の風景である。変らざる自然
は，その美しさ，気高さで現在のWordsworthに睾びを
与えるだけではない。かつての自分の姿を生き生きと再
現してくれるし，未来に向って生きてゆく生命の樫をも
与えてくれるのである。
長野県短期大学紀要
While hereI stand，nOt Only with the sense
Of present pleasure，but with pleasingthoughts
Thatin this moment thereislife and，food
For futureyears．（62－65）
それ故，再会を許してくれた風景への感謝の念は，宗教
的色彩をおびて熱っぽく語られる。
Ⅰ，SOlong
A worshipper of Nature，hither came
Unweariedin that service：rather say
With■Warmerlove－Oh！with far deeper2；eal
OfI101ierlove．（151－155）
以上，わかりきったことを長々と述べてきたのは，
．TinternAbbey’最後の1行LLMore dear，both for
themselves and for thysake！”の中に，新たな現実
認識をふまえたWordswor比の姿を見るからである。こ
の1行ほ，現実を離れてある高みにのぼり，その後，再
び現実にもどって，そこに今まで気づかなかった新しい
意味を発見した人の言葉である0あるいはJ三次元の世『
界に住む人間が，四次元の世界へ飛翔して，再び元の世
界に帰ってきたときに，口をついて出た言葉でもある。
外観は少しも変らない。しかし，そこに内蔵されている・
意味を改めて発見したが故に，外観そのものをいとおし一
む心に似ている。ふるさとへUクーソした人の，ふるさ
と再発見といってもよい。そこで次に∴WordsⅥ和rtIlは
どういう経過をたどって，「ふるさと再発見」をしたの
かを考えてみよう。
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1793年に初めてワイ州周辺を訪れた晩滝の音は激情
の如くWordsworthにつきまとい，岩・山・森の形や色
は彼の欲情をかりたてた。
The sounding cataract
Haunted melike a passion：the tall rock，
The mountain，and the deep and gloomywood，
Their colours and theirforms，Werethentome
An appetite．（76－80）
自然をこれ程激しく追い求め，自然を「愛欲」（“appe－
titeつの対象としてとらえることは，まっれわれにはなか
なか理解しにくいところである。そこでひとまず，この
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2）
ときの自然を女性と仮定してみよう。思想性もなけれ
ば，其の愛情も感じないまま，ただひたすら肉欲の対象
として求めつづけた女性として。そう仮定してみると，
欲望のおもむくままに振舞っているWordswortlユが，愛
欲の世界にどっぷりつかっている様子がよくわかる。
「うずくような素び」（“achingjoysつや「目もくらむよ
うな恍惚」（“dizEy raptureSつを思う存分味わっている
彼にとって，その女性は文字通りすべてだった。（“For
naturethen／Tome wasal1iL　al1．”）そして，彼
3）
は決して「裏切られる」ことがなかったのである。
（“Nature never didbetray／The heartthatloved
her．”）このとき，ワイ川のそばを「のろじかのように」
（“1ikea roe”）かけずりまわりながらも，そこに映る
自分の姿を見る余裕は，Wordsworttlにはなかった。彼
は自然の体内にしかと抱擁されていたといえよう。1793
年のワイ川周辺はWordsworthにとってこれ程強烈な
ものであった。
しかし，5年後の1798年はちがう。今の彼はワイ川の
対岸を歩いている。その位置は，5年間という川巾超し
に，眼前の風景を眺め，そこでの初体験を静観するのに
まことにふさわしい位置である。かつて彼を包みこんで
くれた自然に接して，Wordsworthは再びおだやかな
ワイ川の流れを聞き，空につきぬけんばかりの断崖を見
る。あるいは，小暗いかえでの下に立って，小量の前庭
とも，茂みとも，森とも区別のつかない，うっそうとし
た緑を見る。生垣は生垣とも見えず，この山中はいたる
ところ線一色である。そして，木々の間から静かに立ち
上る煙は，林間に住む放浪の旅人のせいであろうか，洞
穴の隠者からであろうか，とWordswor比は考える。
こう描写されている第1連では，“again”や“once
again”が度々繰り返されているので，いかにも眼前の風
景がそのまま措かれているかにみえる。しかし，Mary
4）
MoormanがGilpinの7加rげ才力β坪ヅeに言及して
いるところからみても，Wordsworthの措いているのが
眼前の風景そのままでないことは確かである。Words－
WOrm自身の表現を借りれば，「日と耳とが半は創造し，
半ば受けとった風景」（“both what they〔eye and
ar〕halfcreate，／Andwhatperceive”）なのである。
iii
回想とは水面に映る風景だ，と私は思う。原風景・原
体験を水に映して，そこに現われてくる映像，それが回
想というものではないだろうか。Wordsworthが今眺
めているのも，5年間という川巾をもって流れるワイ川
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の，水面に映る風景であり，その風景に包まれた，かつ
ての自分の姿なのである。水上の風景は，時には実物よ
りも陰影が濃くなる。あるいは，きざ波にゆれて，所ど
ころ映像がゆがむ。水中に沈んでいる岩や小石の色とま
じりあって，全く思いもかけない色合を呈する時もあ
る。水が澄んでいればいる程，一層そうである。どんな
に透明な水でも，そこに川底があり，流れがあるかぎ
り，映し出される映像は，原体換・原風景という実物に
似てはいても，異質なものとならざるをえない。これが
回想であり，追憶である。
5年間という川巾をもって流れるワイ川には「神秘の
重荷」（“theburthen of mystery”）や「不可解なこ
の世の，重々しくてうんざりする重圧」r“tlle heavy
and the weary weight／Ofallthis unintelligible
WOrldつ　が岩礁として，川底に沈んでいる。あるいは
「無益ないらだちと世俗の熱狂」（“tbe fretful stir／
Unprofitable，and the fever of the world”）が荒
々しい波をたてるかと思えば，「人間性についての，静
かな，物悲しい音楽」（“Thestill，Sad music of hu－
manityつが，静かにも悲しいさざ波をたてている。
そういう水面の上に映る自然と人間とを，今Words－
Ⅶ〕rt血はじっと見つめているのだ。5年間の体験や省
察，挫折や苦悩を水中の岩や砂利として，ワイ川の流れの
上に映し出される自然の風景と自分の姿を静かに眺めて
いるのだ。このとき，Wordswori血の脳裡には，ワイ川
の与えてくれた「賜物」（“gifts”）のことが浮んでくる。
その賜物の1つは，かつての親密な交わりのおかげ
で，都会の騒々しさの中にあっても，一人静かになれば
「血をわかせ，心をおどらせられる快感」（“sensations
sweet，／Feltin the blood，and felt along the
血eartつに浸れたことである8
2つ目には，はっきりと記憶に残ってはいないが，ま
わりの人たちに「小さな親切をつくしたり。ささやかな
愛の施し」（“Hislittle，nameless，unremembered，
acts／Of kind，neSS and oflove”）をするiうになれ
たのも，このせいではないだろうかという。
3つ目には，不可解な世俗の重荷が軽くなり，やがて
血も肉もその活動を停止して，生きる魂となり，物の生
命を見通せる「清澄な気分」（“blessed mood”）を与え
てもらったことである。
第2連で述べている，以上3つの賜物は，ワイ川の自
戯を回想裡に再現することから生れてきたものである。
いわば，これらは回憩風景のもたらす恩恵である。しか
し，今ワイ川の自然と再会して，W0rdsworthは自分が
すっかり変質していることを知らされる。月魚を愛欲の
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対象として求めた時期は確実に過ぎ去った。（‘●That
timeispast．”）この喪失感の中で，Wordsworthは更
に2つの腸物を受けていることに気づく。自然のとらえ
方が，以前とは変ったのである。
第2連での3つの賜物につづけて整理すれば，4つ目
にWordsWOrthがあげているのは，自然が「人間性につ
いて奏でる，静かな，物悲しい音楽」（“Thestill，Sad
music of humanity”）を，心の耳で聞けるようになっ
たことである。
そして最後に，人間の心の中にも，落日の光，円い大
洋，生きている大気青い空というさまざまな自然現象
の中に存在している「あるもの」（“sometbing”）を感
じとり，主客の区別を超えて，万物の中に貫き流れてい
5）
る「精神的運動体」（“amotionandaspirit”）を感受
するようになったことを指摘する。
WordsWOrthは，ワイ川を再訪するまでに受けた賜物
としてト以上の5つをあげている。
iv
さて。私としては，「WordsⅥⅦrtllにおける想像力の
発見」を考えるにあたり，第3と弟5の賜物を問題とし
て取り上げたい。というのは，Wordsworthに・とって貴
重なこの2つの賜物は，どちらも「神秘主義」（mysti－
cism）というレッテ′レをはられて，われわれ読者の介
入を許さぬ世界へ追いやられてきたからである0たとえ
ば。「神秘主義」について一般的な概説をしているF・
C．Happoldは，「虎魚の中に一着あるいは神あるいは魂
6）
が宿っていると考えるのが，自然神秘主義の特徴である」
といい，その典型的な例として，Wordsworthから
A motion and aspirit，thatimpels
Allthinkingthings，allob∂ects ofallthought，
Androllsthrougtldl払ings．（100－102）
の詩句を引用している。更に，『ロマソ主義の精神』の
著者H．G．シェソクも「自然神秘主義」という章の中
でWordsⅥ℃rtllを取り上げて，「もし神秘主義的な言
いまわしをするとすれば，ワーズワースが恍惚状態で宇
宙の美を感じ，事物の中心にある『重なる静けさ』を感
じとった至高の瞬間を，一種の神の示現と言うことがで
7）
きるであろう」という。
具体的に2つの賜物を解釈した例をあげれば，、第3の
賜物肛ついてJ金田真澄氏は「これはワーズワスの神格
8）
主義の本質を最もよく表現したものであろう」というp
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前川俊一氏も同意見で「ワーヅワスがここで，一種の神
秘的なヴィジョソに昂まった心境を語っていることはた
9）
しかである」という。また第5の賜物に言及して，原一
郎氏は「ワーズワースの『自然の宗教』が，清らかな自然
物との愛の交感を通して精神的影響を受けるという自然
感化説から，自然の内部には或る根源的な生命または霊
性が実在しており，その生命または霊性を深く直感し，
それと親密に交わり，それと合一することによって忘我
コ0）
的な感動と歓事を経験する汎神論的な自然神秘主義」へ
と発展してきていると主張する。
以上のような「神秘主義」的立場に対して，Harold
Bloomは，第3の賜物を説明して「これは神秘主義を述
べたものではなくて，むしろ審美的静観状態をさしてい
11）
る」という。第3の賜物を「神秘主義の本質」ととらえ
た金田真澄氏も，算4，第5の賜物については，「静か
にも悲しい人間性の調べ」を聞きながら自然を眺めるこ
とも，「ある存在上「あるもの」も「結局は同一のも
12）
の，つまり想像力のことではないかと患われる」と述べ
ている。そして，再びHarold Bloomに言まっせると，
Wordswo止hほ普通の体験をわれわれに語ることを願
ったのだから，第5の賜物を「神秘主義」という言葉で
片ずけるのは，われわれの想像力が足りないせいであ
13）
る，という。
W0rdswortIlの詩に「神秘主義」というレッテルをは
って，あいまいでつかみどころのない彼方の世界へおい
やらないために，もう一度Wordswortllの語っているこ
とばに耳を懐けてみよう。
Wordsworthが自然への接触法として「賢明なる受
容」（“wise passiveness”）を表明したのは‘Expostula一
七ion andReply’においてであった。これは，具体的な
風景を前にして，対象からの働きかけを待つ態度（“a
heart／That watches and receives”）■をいったもの
である。これは，日本画家東山魁夷が「胎になる場所を
探すという気拝を棄てて，ただ無心に眺めていると，相
手の自然のほうから，私を措いてくれと囁きかけている
14）
ように感じる風景に出合う」と語るときの「無心」と同
じものである。生きている自然の，瞬間の表情を心に刻
みこむときの心的態度を述べたものである。
「賢明なる受容」が肉眼に見える風景を前にしたとき
の自然接触法であるのに対し，Wordswortbが第3の賜
物として取り上げているのほ，回想の風景に対する心的
憩度である。思い出すだけで～血がわき，心おどる段階
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（第1の賜物）がすぎると，やがて不可解な世俗の重圧
も薄らいでゆく。心が現実を離れて，回想の中に遊び始
めるのである。その段階が更に進むと，さっきとは道
に，呼吸も脈輔もほとんど停止して，肉体は睡眠状態と
化し，生きているのは魂だけとなる。
Until，the breath of this corporealframe
And even the motion of our human blood
Almostsuspended，We arelaid asleep
Inbody，andbecomealivingsoul．（43－46）
そして，このとき，もはや「愛欲」を感じる必要もなく
なって調和と幼者のカで静められた目は，さまざまな事
物に宿っている生命を見抜くのだ。
Whilewith an eyemadequietbythe power
OfIlarmOny，and the deep power of50y，
Weseeinto thelife of things．（47－49）
Wordswortbはここで“eye”ということばを使ってい
るが，すでに肉体そのものは眠っているのだから，この
15）“eye”は当然「心眼」（“inward．eye”）でなければな
らない。形と色とにとらわれていた「愛欲」の眼の時期
は過ぎて，事物の本質を見抜く「心眼」の時期が登来し
たのだ。この「心眼」こそ「生きる魂」と化した∵Ⅳords－
WOrtIlの中核をなすものである。
以上は，回想風景に対して「賢明なる受容」の態度で
接すると，どういう心理的展開をするかということを，
W■ordswor地が明らかにしたものである。血肉に感ずる
快感が，日常生活からの離脱，肉体からの離脱をもたら
し，その結果，生きている魂はその日で物の本質を見抜
くところまできた。「静観」する段階にまでは達したの
である。しかし，きだ何かを「創造」するところまで到
っていない。それを明らかにするた削こ，この辺で第5
の賜物の検討に移ろう。まず，その部分を引用してお
く。
AndI have felt
A presence that disturbs me with the30y
Of elevated thoughts；a．SenSe Sublime
Of something far more deeplyinie7jbsed，
Whose dwellingis thelight of settingsuns，
And the round oceanand theliving alr，
And the bllユe Sky，andin the mind of manニ
A motion and a spirit，thatimpels
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Allthinking thingS，allobjects of allthought，
Androlls throughallthings．（93－102）（italics
miIle）
ここで気づくのは“disturb”，“interfuse”，“impel”，
“roll”という，物をつき動かしてゆく様子を表わす動詞
が使われていることである。これらの動詞を手がかりと
16）
し，HaroldBloomの解釈を私流に拡大してみると，第
5の賜物は次の3つの段階に分けることができる。
まず第1段階では，外界あるいは現象界の奥にある
「ある存在」（“apresence”）がWordsworthの心に働
きかけ，詩人の心をゆきぶり，高揚させる。何かを創造
するために，第3の賜物でいう「物の生命」が始動しは
じめたのである。この段階で「かき乱す」（“disturb”）
のは相手であり∴詩人は一方的に働きかけられているに
すぎない。
しかし，この第1段階がすぎると，外界と詩人の双方
がいっしょになって，1つの混合物を形成する時期がく
る。すなわち，沈みゆく太陽の輝き，円い大洋，生きて
いる大気　青い空というような外界に宿っている「ある
もの」r“somett1ing”）が，実は詩人の心の中にも宿っ
ていることを悟るようになる。この第2段階では∴対象
としての自然と，見る者あるいは見てきた者としての詩
人，という全く異質な2つのものが力を合せて，1つの
渡合物を形成し始めている。しかも，この混合物はただ
単に寄せ集められただけではなくて，「はるかに深くま
じわりあっている」（“farmore deeplyinterfused”）
のである。
やがて最終段階になると，この混合物は，詩人をも外
界をも溶かしこんだ，1つの融合物と化す。見る者をも
見られる物をも「つき動かし」（“impelつ，主体も客体
も区別なく，万物を貫いて「動きまわる」（“rollつ，1
つの「精神的運動体」（“amotionandaspiri七つへと
結晶してゆく。
この「精神的運動体」を発見した瞬間こそ，実は，
WordSWOrmが想像力のなんたるかを悟ったときでは
ないだろうか。もし「神秘主義」論者たちが，これに類し
17）
た体験はWordsworthの中にいくらでもある，というな
らば，「精神的運動体」の発見を言語化した，その瞬間
に，Wordsworthは想像力がどういうものであるかを発
見した，．と言いかえてもいい。これは，C．M．バウラの
いう「可視的な事物の背後にある未知の世界を知覚する
ユ8）
特異な洞察力」が自分の中にあることを，Wordsworm
が初めて告白した瞬間といえよう。
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Wordsworl血における想像力の発見をはっきりさせる
19）
ために，湯川秀樹のカを借りて「創造とは何が」を眺め
ておこう。氏は，新しいものの創造・発見は「なにか連
20）
うものを同定する，アイデソティファイする」ところか
ら生れてくる，という。その典型的な例として，ニュー
トソを取り上げている。私は今まで，りんごの落ちるの
を見ているうちに，ニュートソは万有引力の法則を発見
した，と素朴に膚じこんでいた。ところが，ニェートソ
は，落ちるりんごと落ちないお月さん，という全く異質
なものの間にある共通点に気づいたとき，万有引力の法
則を発見したのだという。
湯川氏の「創造諭」の中に，索領域を考えつくきっか
けになったのは李白であったという，氏自身の体験が語
られていることは当然である。その他　いくつかの例を
あげた後で，氏は「同定」にたどりつく前の段階を分析
してみると，「髄沌」があるという。人間は，むつかし
い問題につきあたると，どうしてよいかわからないとい
う状況を経て，ついにはその間題を解決するに到る0は
じめは，どうしてよいかわからない状況で，頭の中は洩
鞄としている。この「混沌」を説明するに，氏は『「畷
21）
ナ時」の分析』の著者石田六郎に教えられて，石川妖木
をもち出す。
有名な「東海の小島の磯の白砂にわれ泣きぬれて蟹と
たはむる」という歌は，「我が母の腹に入るとき我嘗て
争ひし子を今日ぞ見出でぬ」という，異常状態で作った
奇妙な歌を，正常な状態に等価交換したものである，と
いう。氏は「暇ナ時」という啄木の日記から「頭がすっ
かり歌になっている。何を見ても何を聞いても皆歌だ。
その日夜の二時まで百四十一首作った。父母のことをう
たう歌四十乱泣きながら」を引用した後で，こう説明
する。「つまりこれは相当腰糀状態です。催眠状態とい
っていいでしょうけれども，そういう状態で，相当異常
な状態で心のなかが全部歌になってしまって，それで歌
をつくっている占内容はだんだんと父母のことになって
22）
いくわけです。」啄木の歌を分析することは私の目的で
は いので深入りするのは．さけるが，このときの啄木の
状態を，湯川氏が「陳糀状態」，「睡眠状態」ととらえ
ている点に注目しておきたい。
創造のための「混沌」・とはこういう一時的異常状態で
あり，昆虫でいえば，サ≠ギみたいな変態の状況でもあ
る。「慣沌たるサナギみたいな状況へ一遍いって，そこ
で思い返して新しい鮭合せか同定か何かを経て，それを
もう一速まともなところへ，現実世界につながるところ
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へもどせば，『一垣の砂』になっていく。そのための変
憩的な状況，昆虫の変態みたいな状況を経ていると見て
23）
いいと思うんです」と掛目氏はいう。新しいものの創造
のためには，以上みてきたような「混沌」がまずあっ
て，しかもその「混沌」をつきぬけて新たな「結合」が
生れ，そこから「創造的同定」が確立される，というこ
とになろう。
「混沌」・ケ「結合十十「同定」という，この創造のプ
ロセスを頭において，Wordswosthの‘Tintern Abbeyl
を再検討してみると，第3の賜物でいう「肉体の眠り」
とは，啄木の「腰騰状態」「睡眠状態」そのものといえ
よう。つまり，Wordsworthが第3の賜物で述べてい
る，対象への没入法とは，湯川氏のいう「混沌」と同じ
ものなのである。
もし，こういう解釈が成り立つとすれば，「ある存在」
（”apresence”）が詩人の心をかき乱し（“disturb”），
やがて，見る者にも見られる対象にも共存する「あるも
の」（“80metIling”）に詩人が気づき，＿その渡合物が融
合して「精神的運動体」（“amotionanda・Spirit”）へ
．と結晶してゆ－く課程とは，湯川氏のいう「結合」→「同
定」のプロセスそのものということができる。自然と人
間，主体と客体というおよそ異質なものに共通する本質
をとらえたWordswortllは，このとき一つの貴重な発
見をしたことになる。これこそ「彼をして空間と時間の
限界を飛び越えさせ，ある広大な世界へと運び去って，
感動的な幻想のうちに，殆ど個性を失った状態で，宇宙
を支え人生た意味を与える力を彼に見させる創造的想像
24）
カ」とC．M．バウラがいっているものに他ならない。
Yii
以上検討を試みた，第3と第5の賜物，すなわち「創
造的想像力」の発見について，Wbrdsworthはいかにも
ワイ川を再訪する前から気がついていた，と言いたげで
ある。しかし，よく読んでみると，5つの賜物は，“工
may have owed・・・”とか“エhavefel七・・ノ’という現在
完了形で表現されている。文法上，現在完了形が現在と
のかかわりの上に成り立つ語法であるように，賜物を賜
物として意識したのは，今ここ，ワイ川のほとりに立っ
た，まさにその瞬間であるといえよう。期熟して再訪の
・折に，恩恵がはっきりとした形となって，W0rdsworth
の意識にのぼってきたのである。
「創造的想像力」のなんたるかを確信した詩人，ワイ
ノ日の岸辺に立ちながら，眼前の風景を忘れて，大海や大
空に飛翔した詩人は，それ故に一層可視の世界と現象界
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をいとおしむのである。そして，この大地で目にし，耳
濫周えるすべてのものへの愛を語る。
Therefore am工still
Alover of themeadows andthe woods，
And molユntains；and．ofall that we behold
From this green earth；of allthemighty world
Ofeye，andear，ナbothwhattheyhalf create，
And whatperceive．（102qlO7）
WordsWort毎がこのとき，自然を「目と耳とが半ば創
造し，半ば受けとめるもの」と補足したからといって，
目の前に広がっているワイ川の自然をいとおしむ気拝が
半分になったわけではない。言いたいことは，自然がわ
れわれに意味をもって迫ってくるかどうかは，見る象
聞く者の心次第ということであろう。見る者，聞く著の
主体性においてとらえた自然こそ，本当に生きている，
意味のある自然なのである。そして，WordsⅥ）rthの過
去を包含して，今も尚眼前にある，ワイ川の自然とは寧
さにそのような自然だったのである。
ここに「ふるさと再発見」をしたWordswort血の姿が
うかがえる。
おわりに
LTintern Abbey’の書き出しは，思いをこめた
Five years have past；five summers，With the
Length／Of fivelongwinters！
ということばで始まっている。1798年にワイ川周辺との
再会を果して，Wordsworthの混沌とした，変態的時期
は終る。そして今，芸術創造の根源的な力ともいうべき
「精神的運動体」を体得した彼は，Bristolへ帰りつく
や，一息に‘Tintern Abbey’を書き上げてしまう。そ
れは，ワイ川との再会で，心の底からこみあげてくる詩
を感じたからである。（“Poetryis the spontaneous
OVerflow of powerfulfeelings．”）しかも，その感動
を生み出している源が回想であり，回想情緒であったこ
とは今更いうまでもない。（“工t takesitS Origin from
emotion recollected，in tranq一ユillity．”）本論の冒頭
で引用した，詩の定義は，ワイ川再訪の折に確立した
WordSWOrthの詩作原理だった，と考えて間違いあるま
い。
6▽
（注）
1）MaryMooman，1和打払∽1勒γゐび打独Aβわgγ頑触
TたeEαγわybαγ∫，ヱ770－8即β（0Ⅹford，ユ957）pp，400，
401参照
2）上島謹書氏は，本文中に引用した詩句忙ふれて「さっきの
『テインターン寺院賦』の例は明らかにエロティックですね」
と誇っているo「シ′ソポジウム英米文学4」商権康成（司会）
『ロマン主義から象徴主義へ』（学生社，昭和50年）p．97
3）Harold］〕loomは‘TintemAbbey，を論じた文の中で
HWordsworthusesthe strong word‘betray，withits
SeXualimplications．”といっている。HTbeMytbofMem－
OryandNaturalMan，”Ⅵ匂γゐ肌用hAC怖厄的呪〆
CriiicalEssays，ed．byM．H．Abrams（PrenticeJIall，
Inc．，1972）p．101
4）MaryMooman，吼C払，pp．402，403
5）Wordswor仇は1つのものをとらえて，＝amotionand
aspirit”といっているので「遊動と精神」とは訳さない
で，あえて「精神的運動体」とした。
6）FIC・Happold．Lh・sticisl”：JISLtIdl・aHdattJ17LIholog）・
（PenguinBooks rev．ed．，1970）p．43
7）nG．ジェック，生松敬三・坂本明子共訳『ロマン主義の
精神』（みすず春風1975）p．212
8）金田英資『ワーズワスの詩の変遷』（北屋堂，昭和47年）
p．178
9）前川俊一『若きワープワス』（英宝社，昭和42年）p．282
10）原一郎『ワーズワース研究』（北星堂，昭和45年）p．46
11）HaroはBloom，暗．軌，p．97
遁）金田其澄，前掲象p．182
13）HaroldBloom，坤．C払，p．99
14）東山魁巽『風景との対話』（新潮選書，昭和彪年）p．109
15）“inwardeye，，ということばがLTheI）affodils，で使わ
れていることは今更育うまでもない。
16）HaroldBloom，坤．cff‥p．99
17）確かに・17才の晩万物にひろがっている「葵在」
（HBeingつを感じ，万物の中に宿っているトつの生命」
（“onelife，つを見，「」っの歌」（Hone song”）を開く
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ようになった，ということをWordswormは語っている。
（7伽為■扉仇由一Ⅱ，415－434）しかし，こういう体験は，
「私の最初の創造的な感受性」（Hmyfirs七creative．sen－
Sibility”）あるいは「ある形成カ」（“a plasticrpower，つ
あるいは「創造力」（“creative agencyH）とのかかわりの
中で感じた気分であると育っている（路捕りⅠⅠ，371－414）
ことは注目に価する。Wordsvor地」は17才の時の体験を語
っているのだから上のような体験が創達カと密接性関係があ
ったなどと断定できないのほ当然である。
18）C．Mノくウラ，床尾辰男訳『ロマン主義と想像力』（みす
ず尊兄1974）p．424
19）湯川秀樹『外的世界と内的世界』（岩波替店，1976）のう
ち「創造性濫ついて－同定と混沌」（pp．86－130）参照
20）同番，p．90　また，Wordswo虎h　自身も「創造力」
（Hcreativeagencyつについて，異質なもののなかに類似
性を認めることだと，次のように寄っている。
Imeanto speak
Oft．hatinterminablebuilding rear’d
By observation of affinities
In ob3ects whereno brotherhood exists
To commonminds．（mePrelude，II，401－405）
21）石田六郎（内科神経科医）の啄木研究（『初恋人の魂追っ
た啄木の生涯－啄木の精神分析』，『啄木短歌の精神分析
－自筆歌稿「畷十時」の分析』いずれも自費出版）は非常
に葬れたものらしい。湯川秀樹が「創造諭」を説明するの
に，石田氏の研究を引用していることはすでに述べた。他
に，最近世間を鞄がせた『事故のてんまつ』（筑摩蕃房，1977）
で，川端康成を分析するメスとして白井書見が使っているの
も，石田氏に教えられた，啄木のエディプス・コソ7●レック
スである。（pp．120－146）更に，大沢博に『石川啄木の秘
密－蕃きかえられた天才の生涯』（カッパ・ブックス，昭
和52年）を脅かせたのも石田氏の研究である。
22）湯川秀樹，前線替，p．123
23）同奪，pp．125，126
24）C．Mノヾウヲ，床尾辰男訳，前掲替，p．157
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